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令和６年６月19日（水曜日）

午前10時３分開会

会議に付託された議案等

○議案第１号 令和６年度宮崎県一般会計補正

予算（第１号）

○議案第７号 教育関係使用料及び手数料徴収

条例の一部を改正する条例

○議案第９号 教育関係の公の施設に関する条

例の一部を改正する条例

○報告事項

・損害賠償額を定めたことについて

・令和５年度宮崎県公営企業会計（電気事業）

予算繰越計算書

・令和５年度宮崎県公営企業会計（電気事業）

継続費繰越計算書

・令和５年度宮崎県繰越明許費繰越計算書

・令和５年度宮崎県事故繰越し繰越計算書

○その他報告事項

・宮崎県企業局経営ビジョンの改定について

・宮崎県立高等学校教育整備基本方針（中間見

直し）について

・宮崎県スポーツ施設の指定管理について

○閉会中の継続審査について

出席委員（７人）

委 員 長 重 松 幸次郎

副 委 員 長 下 沖 篤 史

委 員 二 見 康 之

委 員 武 田 浩 一

委 員 福 田 新 一

委 員 前屋敷 恵 美

委 員 図 師 博 規

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

警察本部

警 察 本 部 長 平 居 秀 一

警 務 部 長 奈 良 文 代

警務部参事官兼
河 野 博 之

首 席 監 察 官

生 活 安 全 部 長 山 﨑 猛

刑 事 部 長 久留米 英 樹

交 通 部 長 黒 瀬 信太郎

警 備 部 長 湯 浅 晴 之

生 活 安 全 部
梅 原 守

サイバー戦略局長

警務部参事官兼
川 越 直 海

会 計 課 長

警務部参事官兼
甲 斐 義 勝

警 務 課 長

総 合 管 理 課 長 橋 本 功 次

生活安全部参事官兼
水 口 圭 二

生活安全少年課長

総 務 課 長 田 中 宏 光

生 活 環 境 課 長 佐 藤 和 利

交 通 規 制 課 長 阪 本 哲 司

運 転 免 許 課 長 池 田 健 二

企業局

企 業 局 長 松 浦 直 康

副 局 長
小 牧 利 一

（ 技 術 ）

技 監 宮 田 晃 尚

総 務 課 長 小 川 智 巳

経 営 企 画 室 長 西 本 修 一

工 務 管 理 課 長 小 野 一 彦

施 設 保 全 課 長 山 元 孝 訓

発 電 設 備 課 長 松 生 晃

総 合 制 御 課 長 安 藤 忠

令和６年６月19日(水)
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教育委員会

教 育 長 黒 木 淳一郎

副 教 育 長 大 東 収

教 育 次 長
吉 玉 拓

（教育政策担当）

教 育 次 長
北 林 克 彦

（教育振興担当）

教 育 政 策 課 長 佐 藤 雅 宏

財 務 福 利 課 長 畑 中 道 一

育 英 資 金 室 長 上 田 浩 司

高 校 教 育 課 長 間 曽 妙 子

義 務 教 育 課 長 田 中 幸 一

特別支援教育課長 山之口 義 弘

教 職 員 課 長 菊 池 武 司

参事兼生涯学習課長 猪 野 貴 一

スポーツ振興課長 田 中 裕 久

参事兼文化財課長 長 友 由美子

人権同和教育課長 川 越 政 紀

図 書 館 長 平 山 文 春

美 術 館 副 館 長 梅 田 一 明

総 合 博 物 館 長 松 野 義 直

事務局職員出席者

議 事 課 主 事 黒 木 燿一朗

政策調査課主任主事 岩 倉 有 希

○重松委員長 ただいまから文教警察企業常任

委員会を開会いたします。

まず、本日の委員会の日程についてでありま

すが、日程案につきましてはお手元の配付のと

おりでありますが、御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのように決定いた

します。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時４分休憩

午前10時４分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

それでは、本委員会に付託されました議案等

について、警察本部長に概要説明をお願いいた

します。

○平居警察本部長 委員の皆様方におかれまし

ては、平素から警察の運営に関しまして、深い

御理解と御協力を賜っておりますことにつきま

して、まずは厚く御礼を申し上げます。

本日、御審議いただきます報告事項につきま

しては、損害賠償額を定めたことについて、令

和５年度宮崎県繰越明許費繰越計算書の２点で

あります。

報告事項につきましては、刑務部長から説明

させますので、よろしくお願いいたします。

○奈良警務部長 それでは、損害賠償額を定め

たことについて御報告いたします。

資料３ページをお開きください。

今回御報告させていただく損害賠償事案は、

公用車の交通事故３件と、家屋外壁破損事故１

件の計４件になります。

それでは、１件目の交通事故について説明し

ます。

この事故につきましては、日向警察署の警察

官が令和５年２月21日午後３時30分頃、単独で

自車を運転して日向市内の国道を走行中、進路

右方を脇見し、前方不注意のまま進行したため、

前方を減速中の相手方車両に自車を追突させた

ものです。

事故の原因につきましては、当該職員の前方

不注意の過失によるもので、過失割合は県側

が100％、相手方がゼロ％になっております。

この事故で、相手方運転手は、外傷性頸部椎

令和６年６月19日(水)
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令和６年６月19日(水)

間板障がいや外傷性右肩関節周囲炎─むち打

ちや関節の痛みがありましたので、治療費や慰

謝料の人身損害賠償として107万7,428円を県が

加入する自賠責保険と任意保険から支出してお

ります。

物件損害については、車両の修理費や代車代

として31万6,380円を県が加入する任意保険から

支出しております。

人身損害と物件損害の賠償総額は139万3,808

円になります。

公用車については、今回の事故で基幹部を損

傷しており、修理後も不具合が懸念されたこと、

走行距離が約15万キロメートル、使用年数が約17

年と耐用年数を経過していたことから、廃車と

しております。

次に、２件目の交通事故について説明します。

この事故につきましては、生活安全部生活安

全少年課の警察官が、令和５年12月15日午前11

時10分ごろ、宮崎市内の商業施設駐車場におい

て、単独で自車を駐車枠から後退発進させた際、

後方安全不確認のまま進行したため、自車後方

に無人駐車中の相手方車両に自車を接触させた

ものです。

事故の原因につきましては、相手方車両は無

人駐車中であり、当該職員の安全不確認の過失

によるもので、過失割合は県側が100％、相手方

がゼロ％になっております。

この事故の物件損害については、車両の修理

費として22万2,761円を県が加入する任意保険か

ら支出しております。

公用車については、特に損傷もなく修理は行っ

ておりません。

次に、３件目の交通事故について説明します。

この事故につきましては、高岡警察署の警察

官が、令和６年１月７日午後３時25分頃、同乗

者を乗せて自車を運転し、宮崎市内の県道を走

行中、進路右方を脇見し、前方不注意のまま進

行したため、進路左側に設置された民家のブロッ

ク仕切りに自車を接触させたものです。

事故の原因につきましては、相手方ブロック

仕切りに設置瑕疵はなく、当該職員の前方不注

意の過失によるもので、過失割合は県側が100％、

相手方がゼロ％になっております。

この事故の物件損害については、ブロック仕

切りの修理費として７万7,000円を県が加入する

任意保険から支出しております。

公用車については、フロントバンパー部に擦

過の軽微な損傷がありましたが、事故発生２か

月後の令和６年３月に廃車予定でしたので、修

理せずに期日まで運用しております。

最後に、４件目の家屋外壁破損事故について

説明します。

この事故につきましては、東臼杵郡門川町内

に設置し、交通部交通規制課が管理する一時停

止の道路標識板が、隣接する民家の外壁の一部

を破損したものです。

本件は、令和５年12月16日に同民家の家人か

らの届出を受けて警察が認知したものです。

現場見分の結果、標識支柱に交通事故等の外

部から圧力がかかった形跡はなく、標識支柱と

外壁までの距離が約38センチメートルであり、

標識板に外壁の塗料が付着していたことから、

台風等による強風で道路標識が揺れ、標識板が

外壁を破損したものと判断しております。

事故の原因につきましては、相手方家屋外壁

に瑕疵はなく、県側の設置管理の瑕疵によるも

ので、過失割合は県側が100％、相手方がゼロ％

になっております。

この事故の物件損害については、家屋外壁の

修理費として21万7,800円を県が加入する任意保
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険から支出しております。

道路標識については、損害はありませんでし

たが、既存の設置箇所から道路対面に移設し、

再発防止を図っております。

県警では引き続き、交通事故発生状況の分析

結果等に関する資料を発出して、それらの資料

を活用した各所属幹部による指導教養を随時行

うとともに、交通事故を起こした職員に対する

教養や実技指導を行う運転技能講習会を開催し、

警察署においては交通事故防止に向けた具体的

な施策を実施するなどして交通事故防止対策に

取り組み、また、道路標識等の管理については、

日常の警察活動の機会を通じた点検を実施する

などして再発防止に努めてまいります。

以上で、損害賠償額を定めたことについての

御報告は終了いたします。

続きまして、令和５年度宮崎県繰越明許費繰

越計算書につきまして説明いたします。

資料４ページとなります。

繰越明許費につきましては、２月定例会にお

きまして、予算の繰越しを御承認いただき、令

和６年度に予算を繰り越しましたので、地方自

治法施行令第146条第２項に基づき報告するもの

です。

警察本部の繰越明許費は、資料一番下（款）

警察費、（項）警察活動費、事業名「交通安全施

設整備事業」、翌年度繰越額4,977万7,000円です。

繰越しの理由としましては、信号機の信号制

御機と灯器等をつなぐケーブルが全国的に入手

困難となっており、本県においても同様に年度

内の施工が不可能となったことにより、予算を

繰り越したものです。

○重松委員長 執行部の説明が終了しました。

報告事項について質疑はございませんか。

○二見委員 ４件目の家屋外壁破損事故につい

て、標識が家屋から少ししか離れていなかった

ので、台風等による強風で標識板が外壁を破損

したのは理解しました。説明の中で、標識をそ

の道路の反対側に設置し直したということだっ

たんですが、普通標識は進行してくる車に見え

るように設置すると思います。現場を見ていな

いので分からないが、その道路の反対側に設置

したら標識がひっくり返る、もしくは向きが変

わると思うけれども、設置し直しても良かった

のでしょうか。

○黒瀬交通部長 当初は運転手から見て左側に

標識を設置していましたが、民家の外壁とぶつ

かったことで、今回の賠償事案になったわけで

す。その後、今御指摘のとおり、運転手から見

て右側のほうに設置しましたが、これにつきま

しては、左右どちらに設置しても構わないとい

うことですので、問題点はございません。

○二見委員 基本的に運転しているときは、左

側の標識を注意しながら見ます。右側に設置と

いうことで、どうなのかなと思い確認したとこ

ろでした。

○重松委員長 報告事項についての質問は、ほ

かはございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、その他で何かありま

せんか。

○福田委員 交通安全整備について、警察関係

者から、交差点内での一灯点滅式信号機は事故

が多いので撤去していく方向性であると聞いた

けれども、本当でしょうか。

○黒瀬交通部長 そのとおりでございます。一

灯点滅式信号機の設置箇所の交差点における交

通事故の発生する割合は、一時停止の標識が設

置されている交差点よりも非常に高いデータが

出ております。今後、県内の一灯点滅式信号機
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については、計画的に撤去していきまして、一

時停止の標識に替えていく予定です。

○福田委員 一灯点滅式信号機よりも一時停止

の標識にしたほうが、事故が減少したというデ

ータがあるのでしょうか。

○黒瀬交通部長 一時停止標識が交差点内の事

故が少ないというデータがあります。

○福田委員 地域の人は、一灯点滅式信号機の

ほうが事故が多いということすら知りません。

そこを説明してほしい。

○黒瀬交通部長 出会い頭による人身事故の件

数ですけれども、一時停止標識の場所における

事故の構成率でいきますと1.7％、一方、一灯点

滅式信号機による事故の構成率は27.9％でござ

いまして、明らかに一時停止標識のほうが事故

は少ないというデータが出ております。

○重松委員長 そのほかございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、以上をもって警察本

部を終了いたします。

暫時休憩いたします。

午前10時20分休憩

午前10時25分再開

○重松委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

それでは、本委員会に付託されました議案等

について、企業局長の概要説明を求めます。

○松浦企業局長 企業局でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。

説明の前に、県内視察のお礼を申し上げます。

常任委員会県内調査といたしまして、一ツ瀬

川県民スポーツレクリエーション施設と日向市

の北部管理事務所を調査していただきました。

企業局といたしましては、各事業につきまして、

健全経営を目指して努力してまいりますので、

委員の皆様方には引き続き御指導、御支援をい

ただきますよう、よろしくお願いいたします。

それでは、本日御報告する内容について御説

明させていただきます。

資料２ページを御覧ください。

１つ目、提出報告書関係でございますけれど

も、２点ございます。

１つ目でありますけれども、令和５年度宮崎

県公営企業会計（電気事業）予算繰越計算書、

令和５年度宮崎県公営企業会計（電気事業）継

続費繰越計算書でございます。

それから、２つ目でありますけれども、その

他報告事項といたしまして、宮崎県企業局経営

ビジョンの改定についてです。

これは、現在の経営ビジョンが全体として10

年の計画でありますけれども、令和２年度スタ

ートで、今年度末で５年が経過するということ

でございます。状況の変化等を踏まえまして、

残る５年間の計画について、見直しを行うもの

でございます。

それぞれ詳細につきましては、担当課長及び

室長から御報告をさせていただきます。

○小川総務課長 資料３ページを御覧ください。

この資料３～６ページまでは、令和６年６月

県議会定例会提出報告書のうち、企業局の所管

部分を抜粋してお付けしております。

企業局の報告事項は２件ございますが、令和

５年度宮崎県公営企業会計に係る予算の繰越し

に関するものでありまして、地方公営企業法第26

条及び地方公営企業法施行令第18条の２の規定

に基づき御報告するものであります。

資料３ページを御覧ください。

報告事項の１件目であります。令和５年度宮

崎県公営企業会計（電気事業）予算繰越計算書
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について御説明いたします。

こちらには、資本的支出の建設改良費の繰越

額について記載しております。御覧の２つの事

業で繰越しを行い、表の左から６番目の翌年度

繰越額の計の欄にありますとおり８億5,355

万9,448円の繰越しを行ったところであります。

繰越しの理由につきましては、表の１番右の

説明の欄に記載しておりますが、事業主体であ

ります県土整備部において事業が繰り越された

ことや、能登半島地震により、給水設備関係の

資機材が不足し、納品に日時を要したことなど

によるものであります。

資料４ページを御覧ください。

こちらには、事業費の営業費用の事故繰越額

について記載しております。

御覧の２つの事業で繰越しを行い、表の左か

ら６番目の翌年度繰越額の計の欄にありますと

おり4,229万1,433円の繰越しを行ったところで

あります。

繰越しの理由につきましては、表の１番右の

説明の欄に記載しておりますが、能登半島地震

により給水設備関係の資機材が不足し、納品に

日時を要したことや、施工箇所に損傷が確認さ

れ、その工法検討に日時を要したことによるも

のであります。

資料５ページを御覧ください。

報告事項の２件目、令和５年度宮崎県公営企

業会計（電気事業）継続費繰越計算書について

御説明いたします。

継続費につきましては、各事業年度の支出予

定額のうち、当該年度内に支払い義務が生じな

かったものがある場合には、その額を継続年度

が終了するまで逓次繰り越して使用することが

できることとされております。

こちらの資料５ページには、事業費の営業費

用に係る逓次繰り越しについて記載しておりま

す。

営業費用では、御覧の１つの工事において、

表の右から５番目の翌年度逓次繰越額の欄の計

にありますとおり６億2,738万3,000円を翌年度

に逓次繰り越しました。

資料６ページを御覧ください。

こちらには、資本的支出の建設改良費に係る

逓次繰越額について記載しております。

御覧の２つの事業を繰り越しまして、表の右

から５番目の翌年度逓次繰越額の欄の計にあり

ますとおり47億6,043万5,479円を翌年度に繰り

越しました。

○重松委員長 執行部の説明が終了いたしまし

た。

報告事項について質疑ございませんか。

○福田委員 繰越しの理由で、「能登半島地震に

より、給水設備関係の資機材が不足し」とある

けれども、どのような部品が少なくなったので

しょうか。また、不足した理由を教えてくださ

い。

○山元施設保全課長 能登半島地震によりまし

て、給水設備関係の資機材であるポンプつきの

受水槽、薬注装置、全自動のろ過装置などが不

足しまして、納品ができなかったことから年度

内の完成が困難だったものでございます。

資機材が不足した理由は、それらの給水設備

の中で使われております電装品の一部が、地震

の影響によって、供給停止になったことによる

ものです。

この工事は工期内の５月末で既に完成をして

いるところでます。

○重松委員長 ほかにございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、その他報告事項に関
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する説明を求めます。

なお、委員の質疑は、執行部の説明が全て終

了した後にお願いいたします。

○西本経営企画室長 それでは、宮崎県企業局

経営ビジョンの改定につきまして報告いたしま

す。

資料７ページを御覧ください。

１の改定の理由でございますが、現在、企業

局では令和２年３月に策定しました宮崎県企業

局経営ビジョンにおいて、10年間の計画期間を

定め、中長期的な視点に立った経営を行い、効

率化・経営健全化に取り組んでいるところです

が、今年度末で策定から５年が経過しますこと

から、経営ビジョンの改定を行うものです。

資料９ページを御覧ください。

こちらが、現行の経営ビジョンの概要です。

上段に策定の背景、位置づけ、計画期間、中

段に４つの経営理念と目指す姿、下段に３事業

の課題とこれらの課題を解決するための経営の

基本方針を掲げております。

現行の経営ビジョンの詳細につきましては、

お手元に冊子を用意いたしましたので、後ほど

御覧ください。

資料７ページにお戻りください。

２の改定の概要等でありますが、現行の経営

ビジョンは、総務省が要請しております経営戦

略に位置づけられておりまして、策定した経営

戦略に沿った取組などの状況を踏まえつつ、Ｐ

ＤＣＡサイクルを通じて質を高めていくため、

計画期間内の見直しを行うことが求められてお

ります。このことから現行の計画期間のうち残

る５年間の計画について改定するものでありま

す。

（１）の計画期間でありますが、現行と同じ

令和２～11年度の10年間とし、（２）の改定期間

につきましては、令和７～11年度の向こう５年

間となります。

（３）の主な改定の内容としましては、事業

環境の変化への対応、令和２～６年度までの事

後検証、令和７～11年度の投資・財政計画の見

直しであります。

資料８ページを御覧ください。

３の改定作業のポイントでございますが、経

営ビジョンの改定は、電力システム改革の進展

や社会情勢の変化などに対応するため、過去５

年間の取組を検証した上で、残る５年間の収支

見通しの精度を上げることが重要となります。

（１）の電気事業では、昨年度に完了した渡

川発電所大規模改良事業の事後検証、令和９年

度までの予定としております綾第二発電所大規

模改良事業の投資・財政計画の見直し、令和７

年度をもって九州電力との基本契約が満了する

ことに伴う令和８年度以降の新たな売電契約に

よる収入の見通し、（２）の工業用水道事業では、

費用増加の要因となりました令和４年台風14号

災害復旧事業の事後検証、昨今の物価高などの

事業環境の変化を踏まえたアセットマネジメン

ト計画見直しとそれを踏まえた給水料金の見直

し、（３）の地域振興事業では、過去５年間のゴ

ルフ場利用者数の事後検証と、令和６年度から

の新たな指定管理者による今後５年間のゴルフ

場料金収入の見通しなどが挙げられます。

最後に、４の今後のスケジュールでございま

すが、令和７年２月までに経営ビジョンの素案

を作成しまして、３月の常任委員会に報告させ

ていただきます。その後、パブリックコメント

を実施しまして、令和７年５月までに最終案を

作成し、６月の常任委員会に報告後、令和７年

７月に経営ビジョンの改定を行うこととしてお

ります。
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○重松委員長 執行部の説明が終了しました。

その他報告事項について、質疑はございませ

んか。

○二見委員 この計画を改定するのは分かるけ

れども、例えば一ツ瀬川のゴルフ場の件も、地

域振興事業として、ゴルフ場の利用者とかを見

て今後考えるということでした。ゴルフ場に行っ

てみて思うのは、立地が広くて、レジャーとし

て活用する場所としては、何か可能性があるの

かなと感じました。クラブハウスは、古いので

手を加えないといけない部分もあるだろうし、

地域の人たちが来やすい何かをつくっていくと

いうことも必要なのかなと思いました。ゴルフ

だけではなく、ほかに付随するような事業もあっ

ていいのかなと思います。

でも、今の改定作業の中では、そういう視点

は入っていないと思います。今やっている事業

も、今後につながる何か発展的な考えも一つ必

要なのかなと思いますが、どのようにお考えで

しょうか。

○西本経営企画室長 今年度、指定管理者が替

わりまして、そこはやる気になって頑張ってい

ただいているというところで進んでおります。

そこは、今年度一緒になって取り組んでいきた

いというところです。

また一方、委員のおっしゃるように、ゴルフ

場の利活用についても、今後また検討していき

たいと思っております。

○福田委員 資料７ページの３行目に「ＰＤＣ

Ａサイクルを通じて質を高めていくため」とあ

りますが、これの具体的な絵とかあるともっと

分かりやすいけれども、そこのところを詳しく

教えてほしいです。

あと、「計画期間内の見直しを行うことが求め

られている」という、その２行を詳しく説明し

ていただきたい。

○西本経営企画室長 ＰＤＣＡサイクルにつき

ましては、策定しました項目の中で、その事業

ごとにそれぞれ項目を持っております。それに

つきまして、今年度はどういった取組をすると

いう計画をして、年度末に事後検証して、来年

度はこうしようといったのを毎年行っていると

ころです。

○福田委員 改定の概要等の文章が非常に分か

りにくいので、文章を短くするなど分かりやす

くしてほしい。

○松浦企業局長 この文章は、総務省が公営企

業に対して、いろんなサポートという意味合い

の中で、まず計画をつくりなさいというのを言っ

ていまして、それに従って計画・ビジョンをつ

くりましたということです。

その中で、経営がうまくいっているかどうか

をチェックしていく必要があるので、総務省か

ら、期間の半分を過ぎたら１回見直しをしなさ

いと言われているところです。その中間見直し

をするのが、ＰＤＣＡサイクルの中の一つの過

程ということで、指導を受けているところです。

それらに従って今回中間見直しをするというこ

とでございます。

○下沖副委員長 九州電力との長期契約が終わ

るということですけれども、今後の販売先を含

め付加価値をつけると思うが、安定した電力、

自然エネルギーということで、今後、販売先に

関して何か検討されているのか教えてください。

○西本経営企画室長 令和７年度までで九州電

力との基本契約が満了しますので、令和８年度

から一般競争入札を基本とした売電になるわけ

ですが、今年度、その売電方法につきましては

業務委託をする予定でして、その中で公営電気

も24会員ありますが、他の公営電気等もそのよ
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うにやってきております。どのようにして利益

がもたらされるか、地域貢献できるのかも含め

て、売電方法を検討する業務を発注し、今年度

方針を決めまして、令和７年度に入札を行い、

令和８年度から新しい売電ということになりま

す。

○下沖副委員長 県の施設含めて、電力は自然

エネルギーとかを選択して電気を使ったりして

いるのでしょうか。電力の契約先について、企

業局で売り出しているけれども、県の施設とか

でそれらを買取りやそれを使用とか選択してい

ないんですか。

○西本経営企画室長 現在は、県の施設の電力

は、入札で行っておりまして、新電力や九州電

力などから買っておるところでございます。

今後につきましては、そういった買い方もあ

るかとは思いますが、基本は入札での買電とい

うことでございます。

○下沖副委員長 企業を含め、いろいろな公的

機関では、二酸化炭素削減という目標があると

思います。付加価値が水力発電にあると思いま

すので、今から頑張って販売していただきたい

と思います。

資料25ページにありました計画の収益的収支

のところです。令和10年から黒字になっていく

ということですけれども、この事業費が令和５

年で上がって令和８年にかけて急激な下がり方

をしていますが、ここの説明をお願いします。

○西本経営企画室長 電気事業の収支のところ

でございますが、現在、昨年度から綾第二発電

所の大規模改良事業を行っております。工事に

費用がかかるというのと収益も入らないという

ことがございまして、令和９年度までが赤字と

いうことです。令和10年度から綾第二発電所が

運転しますので、そこからまた利益が上がって

いくということでございます。

○下沖副委員長 資料26ページの内部留保資金

ですけれども、令和９年にかけては大規模工事

があるので、減少するのは分かるけれども、今

からコストが増加していく中で、内部留保資金

が足りるのでしょうか。

○小川総務課長 今のところ内部留保資金もか

なりの額がある状態ですので、建設改良等をし

ているけれども、それだけでは資金繰りが足り

ないところも出てくるので、そこは公共債を借

りるようなことは考えております。

その後、新しい設備等を配置した後は、毎年、

減価償却費が出てきます。減価償却費は、お金

が出ていかない費用であり、お金がたまってい

くので、そこでまた内部留保資金として積み上

がっていきます。令和９年度以降、設備の減価

償却費で内部留保金が少しずつたまっていくこ

とを考えています。

○小牧副局長（技術） 先ほど二見委員から御

質問がありました一ツ瀬ゴルフ場の新たな視点

でいろいろ取り組むべきではないかということ

についてです。

日章学園のゴルフクラブがございまして、今

年度から、そちらの練習場所として一ツ瀬ゴル

フ場を使っていただくということにしておりま

す。地域の学生に使っていただくことで、地域

貢献もしながらＰＲにもつながるのではないか

ということで、新たな取組も徐々にやっていけ

ればと思っております。

○前屋敷委員 資料７ページの経営ビジョンの

改定について、２番目の改定の概要等で御説明

いただきました。経営ビジョンは総務省が策定

を要請しているということですが、総務省が経

営ビジョンはこうあるべきだとか、経営ビジョ

ンについて御意見とか出されているのでしょう
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か。それとも、それぞれの自治体で独自の経営

ビジョンを持って、そして半分過ぎたら見直し

なさいとなっているのでしょうか。総務省の意

見や指導があるのか確認になります。

○西本経営企画室長 総務省からは、経営ビジョ

ンを10年間つくって、将来にわたる経営が安定

的になされるように、計画的に事業を行いなさ

いという通知がありました。

また、５年経過したら中間見直しを行いなさ

いという通知がありまして、それに沿って今後

改定をいたします。

○前屋敷委員 経営ビジョンについて総務省か

らの意見や指導とかはなく、自治体の独自とい

うわけですね。

○松浦企業局長 御質問のとおり、中身につい

ていろいろ言われるというわけではありません。

健全経営を確保していくために、こういう手法

をしていってくれということまでが、指導とい

うか、そういう内容になっています。

○前屋敷委員 分かりました。

別件ですが、全県ではないと思うけれども、

全国的に公営企業をやっている自治体の中で、

企業局で独自事業をやっているのは全国でどれ

くらいでしょうか。

○西本経営企画室長 全国の都道府県で24あり

ます。北海道、東京都、京都府、それ以外が県

になります。今の24というのは公営電気事業で

ございまして、それ以外の工業用水道事業や地

域振興事業、ほかの事業について特に工業用水

道事業はもっとございます。

○前屋敷委員 宮崎県では電気事業と水道事業

と地域振興事業の３つですけれども、そのほか

に地域の特色ある公営企業をやっていると都道

府県はありますか。

○西本経営企画室長 上水道、観光施設、土地

造成、下水道、駐車場といった事業を各都道府

県で行っております。

○下沖副委員長 この経営ビジョンにおいて、

今から新たな公営事業とかは模索されないので

しょうか。維持管理だけで終わっているけれど

も、宮崎県の持っている土地、建物、自然とか、

まだ活用して公営的事業展開ができると思うけ

れども模索されないのでしょうか。

○松浦企業局長 現在の企業局の設置の趣旨か

らして、基本的には今の３つの事業を中心にやっ

ていくことになると思っております。

ただ、例えば、先ほど二見委員から御質問が

あったように、ゴルフ場で何か新しいことがで

きないかとか検討は当然入ってくると思うけれ

ども、基本ラインとしては、今の３つの事業を

継続してやっていくということを前提の中での

見直しと思っております。

○下沖副委員長 時代が変わってきた中で、新

たなニーズが出てきて、公営的事業として発展

できるものもあると思います。具体的には言い

ませんけれども、そういうニーズを拾って公営

企業として新事業を模索していく必要があると

思います。この３つを守るだけだったら、宮崎

県は何も発展しません。企業局の在り方として、

宮崎県の発展や県民のためになるような事業展

開を模索できたら、県民の皆さんのためになり、

わくわくできる事業が展開できると思いますの

で、模索していただきたいと思います。

○重松委員長 要望でよろしいですね。

○下沖副委員長 はい。

○重松委員長 ほかにございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、その他で何かござい

ますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○重松委員長 それでは、以上をもって企業局

を終了いたします。

暫時休憩いたします。

午前11時０分休憩

午後０時58分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

それでは、本委員会に付託されました議案等

について、教育長の概要説明をお願いいたしま

す。

○黒木教育長 教育委員会でございます。本日

はどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、今回の委員会で御審議いただきま

す教育委員会所管の議案等につきまして、その

概要を御説明いたします。

資料２ページ目の目次を御覧ください。

今回御審議いただく議案は、予算議案といた

しまして、議案第１号「令和６年度宮崎県一般

会計補正予算（第１号）」、特別議案といたしま

して、議案第７号「教育関係使用料及び手数料

徴収条例の一部を改正する条例」、議案第９号「教

育関係の公の施設に関する条例の一部を改正す

る条例」の２件であります。

次に、報告事項といたしまして、令和５年度

宮崎県繰越明許費繰越計算書、令和５年度宮崎

県事故繰越し繰越計算書の２件について、最後

に、その他報告事項といたしまして、宮崎県立

高等学校教育整備基本方針（中間見直し）につ

いて、宮崎県スポーツ施設の指定管理について

の２件について御報告いたします。

資料３ページを御覧ください。

議案第１号「令和６年度宮崎県一般会計補正

予算（第１号）」についてであります。

表に太線で囲んであるところが３か所ござい

ますが、その一番上、一般会計の合計の欄を御

覧ください。

今回6,315万4,000円の増額補正をお願いする

ものであります。

私からの説明は以上でありますが、詳細につ

きましては、引き続き関係課長が御説明いたし

ますので、御審議のほどよろしくお願い申し上

げます。

○重松委員長 次に、議案についての説明を求

めます。

なお、委員の質疑は、執行部の説明が全て終

了した後にお願いいたします。

○間曽高校教育課長 資料４ページを御覧くだ

さい。

高校教育課の補正予算額は、左から３列目、

補正額の欄の一番上6,315万4,000円の増額をお

願いしております。

それでは、その内容について御説明いたしま

す。

資料５ページを御覧ください。

一番上の段にあります。一般運営費（教育庁

共通）の説明及び事業名欄１、「県立学校給食等

緊急支援事業」であります。

予算額は2,648万円であります。

補正の内容としましては、学校で提供される

給食や寮で提供される寮食等について、これま

でどおりの栄養バランスや量の保たれた安定的

な食事を提供するため、国の重点交付金を活用

し、原油価格や物価高騰による食費増額分を支

援するものであります。

対象は、五ヶ瀬中等教育学校、県立特別支援

学校、地区生徒寮、県立高等学校生徒寮及び宮

崎県高等学校定時制の給食や寮食費であります。

続きまして、表の上から２段目、（事項）学力

向上推進費の説明及び事業名欄１、「ひなたＤＸ

ハイスクール事業」であります。
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予算額は1,000万円であります。

補正の内容としては、ＳＴＥＡＭ学習やデジ

タル探求を推進する県立高校に、ＩＣＴ機器や

理数教育設備機器、専門人材派遣の業務委託等

に必要な経費を支援することによって、デジタ

ル等成長分野に進学を希望する生徒数の増加を

図るものであります。

本事業は、全国約1,000校に対して、１校当た

り1,000万円を国が補助するというもので、令和

５年度２月補正事業において10校分、１億円の

予算を承認していただきましたが、本年度４月

に文部科学省から11校の採択をいただいたこと

から、不足する１校分1,000万円を今回お願いす

るというものです。

続きまして、同じく（事項）学力向上推進費

の説明及び事業名欄３、「高校生グローバル・イ

ノベーター育成支援事業」であります。

予算額は626万円であります。

補正の内容といたしましては、グローバルな

視野で新たな社会を牽引する人材─イノベー

ターを育成する仕組みを創出・構築するために、

国の支援事業を活用しまして、大学と連携した

取組を行います。

具体的には、拠点校が先進的なカリキュラム

について研究開発を行い、その成果を県内に普

及します。あわせて、海外の連携校や外国人留

学生等とともに、グローバルな社会課題の解決

に向けた探究的な学びを実現するプログラムの

開発・推進や、ｅ―ラーニングを活用した大学

教育の先取り履修により、高度で多様な科目等

の学習プログラムの開発を行うものでございま

す。

次に、表の上から２段目、（事項）学力向上推

進費の説明及び事業名欄２、新規事業「「ひなた

の学び」ハイスクール・ネットワーク構築事業」、

表の一番下、（事項）産業教育振興費の説明及び

事業名欄１、新規事業「高校生有機農業実践事

業」、また、その下にございます新規事業「持続

的な食料システムを担う次世代リーダー育成事

業」につきましては、資料６ページ以降で説明

いたします。

資料６ページを御覧ください。

新規事業、「「ひなたの学び」ハイスクール・

ネットワーク構築事業」について説明いたしま

す。

予算額は682万6,000円で、全額国庫でありま

す。

事業の目的は、県内いずれの高等学校に進学

した生徒に対しても、生徒一人一人の個性や実

情に応じて、多様な学習ニーズへの対応が可能

となるよう、遠隔教育や通信教育等を積極的に

活用した学校間ネットワークを構築することで

あります。

次に、事業の概要についてであります。

（１）事業内容は、遠隔教育と通信教育に関

する取組の２つであります。

まず、①遠隔教育（ライブ配信型）について

御説明いたします。

地歴や情報では、プログラミングやデータサ

イエンス、地理・歴史の専門分野について、専

門性の高い教員や外部講師による遠隔授業を実

施することで、質の高い学びの機会を確保しま

す。

また、理科や芸術では、文化施設と連携した

遠隔授業を行うことによって、地理的条件によっ

て文化施設等で行う学習活動が難しい生徒に対

しても、多様な学びの機会を確保します。

また、総合的な探求の時間では、県内19校の

生徒が参加いたしますオンライン探求フォーラ

ムを実施し、学校や学科の垣根を越えた探求的
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な学びの機会を創出いたします。

次に、②通信教育（オンデマンド配信型）に

ついて御説明いたします。

県内の高い指導力を有する教員による教科別

セミナーや、民間講師による資格取得セミナー

などの動画を収録しまして、県内の生徒が学習

ニーズに応じて自ら学ぶことができる学びのコ

ンテンツを整備します。

また、通信教育等を活用した単位の履修・修

得について、県教育支援センター「コネクト」

での不登校支援の取組と連携しながら研究を

行ってまいります。

（３）成果指標でありますが、遠隔授業や通

信教育を通して「自ら学ぶようになった」と回

答した生徒の割合で、令和５年度66.4％が、令

和８年度には100％になることを目指しておりま

す。

資料７ページを御覧ください。

新規事業「高校生有機農業実践事業」につい

て御説明いたします。

予算額は608万8,000円で、全額国庫でありま

す。

事業の目的は、次世代農業に対応できる人材

を育成するために、高鍋農業高校において有機

農業に関する教育の充実と推進を図るものであ

ります。

県内の農業高校では、環境負荷低減を図る生

産技術の研究は進んでおりますが、有機農業を

実践している例はないことから、今回、オーガ

ニックビレッジ宣言をしています高鍋町・木城

町に位置する同校にて取り組むことといたしま

した。

次に、事業の概要についてであります。

（１）事業内容は、①の有機農業教育実習農

場等整備事業におきまして、生徒の実習で活用

します学校の農場が、有機農業を実践し、有機

ＪＡＳ認証が取得できる水準となるよう、施設

の改修や備品の購入等を行います。

②の有機農業教育研修事業では、地域との連

携を図りながら、有機農業指導員等を外部指導

者として確保するとともに、教職員の指導力向

上に必要な研修を行います。

また、有機農業について先進的な取組を展開

している事例についても、外部講師を招聘した

り、農場へ視察に行ったりして研究を行います。

（３）成果指標でありますが、１つ目といた

しまして、園芸科学科で活用する農場において、

有機ＪＡＳ認証を新規取得し、有機農業を実践

する農場としてふさわしい環境にするとともに、

その教育実践モデルにすることを目指します。

２つ目といたしまして、視察研修や講習会へ

の参加等、有機農業に関する研修の実施を、令

和５年度の１回から、令和６年度には10回まで

増やし、教員の資質向上を目指します。

資料８ページを御覧ください。

新規事業「持続的な食糧システムを担う次世

代リーダー育成事業」について説明します。

予算額は750万円で、全額国庫であります。

事業の目的は、宮崎農業高校において、産業

界等との連携体制を構築・強化することによっ

て、グローカルな視点を持った持続的な食料・

農業に関する学びを充実させ、持続可能な食料

システムの構築に貢献できる次世代リーダーを

育成するものであります。

次に、事業の概要についてであります。

（１）事業内容は、農林水産省が令和３年度

に掲げました「みどりの食料システム戦略」の

理念に基づく教育プログラムを産学官連携によ

り構築するものです。

みどりの食料システム戦略とは、調達、生産、
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加工・流通、消費の４つの分野で構成される食

料システムを持続可能なものにするべく、各分

野でのイノベーション創出を推進するというも

のです。

宮崎農業高校は、農業に関する学科４学科と

家庭に関する学科１学科を有しており、この４

分野の全ての学びを網羅していることから、産

業界等との連携により、各分野の最新・最先端

技術研修を実施するとともに、全学科横断的ま

たは協働的に、食料システムとその持続性に関

する探究学習や課題解決学習に取り組みます。

また、グローバルな視点を養うために、食料

システムの持続的発展に向けて先進的に取り組

んでいるドイツに生徒を派遣し、現地の農業や

加工・流通、食文化について学ばせます。

さらに、学びの領域が関連する現地学校等と

の姉妹校締結を行い、国際交流も実施いたしま

す。

（３）の成果指標でありますが、宮崎農業高

校における専門の学びを生かした進路を選択す

る卒業生の割合が、令和３～５年までの３年間

で平均46％であったことから、事業が終了いた

します令和７年度には、これを70％まで引き上

げることを目指します。

○田中スポーツ振興課長 資料９ページを御覧

ください。

議案第１号「令和６年度宮崎県一般会計補正

予算（第１号）」の繰越明許費の追加について御

説明いたします。

これは、令和６年度の「練習環境整備事業」

のうち、県総合運動公園内に整備中の自転車競

技場について、関連工事の遅れにより予算の一

部を翌年度に繰り越すものです。

現在、令和９年に本県で開催される国スポ・

障スポ大会に向けて、大会会場となる施設や練

習拠点施設の整備を順次行っておりまして、教

育委員会では、宮崎市田野町のライフル射撃競

技場や県総合運動公園内の自転車競技場の改修

等を行っているところであります。

今回、自転車競技場におきまして、地下通路

を造ることになっています。この地下通路は、

競技中に競技を止めることなく、自転車を外側

から自転車が走るバンク下を通しまして、内側

のフィールドに移動させるものですけれども、

その地下通路の工事に取りかかった際、想定以

上に地盤が軟弱であることが判明しました。地

盤工事の再検討等に日時を要したことから、全

体の工程に遅れが生じることとなり、年度内完

成が困難となったものであります。

資料10ページをお願いいたします。

議案第７号「教育関係使用料及び手数料徴収

条例の一部を改正する条例」についてです。

まず、（１）の改正の理由ですが、令和９年に

本県で開催される国スポ・障スポに向けて、県

が整備を進めている宮崎県プール、宮崎県山之

口陸上競技場及び投てき練習場について、使用

料を定めるなど関係規定の改正を行うものであ

ります。

次に、（２）の改正の内容ですありますが、①

利用者が使用料を納める公の施設として、プー

ル等を新たに追加するものでありまして、②利

用者がプール等を使用する場合の使用料として、

その金額等を追加するものであります。

そのことにつきまして、資料11～12ページに

プールの使用料について、それから、資料13～14

ページに宮崎県山之口陸上競技場及び投てき練

習場の使用料についての一覧を掲載しておりま

す。

資料11ページの別紙１には、50メートルプー

ル、25メートルプールの団体、個人の施設使用
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料について、資料12ページには、多目的スタジ

オ、トレーニング室及び屋外クライミングウオ

ールのほか、会議室や駐車場などの施設使用料

について、他県の状況等を参考に定めておりま

す。

資料13ページにつきましては、陸上競技場及

びトレーニングルームの団体、個人の施設使用

料と会議室の施設使用料を、資料14ページには

投てき練習場の団体、個人の施設使用料と、附

帯設備器具としまして、放送設備、ハードルな

どの器具等の使用料を県総合運動公園内の陸上

競技場や他県の状況等を参考に定めております。

資料10ページにお戻りいただきまして、最後

に（３）施行期日につきましては、公布の日か

ら起算して１年を超えない範囲内において、規

則で定める日としておりまして、使用開始予定

の４月１日を想定しております。

続きまして、資料15ページをお開きください。

議案第９号「教育関係の公の施設に関する条

例の一部を改正する条例」であります。

まず、（１）の改正の理由でありますが、先ほ

ど議案第７号でプール等について、教育関係の

公の施設として定めるなど、関係規定の改正を

行うものであります。

次に、（２）の改正の内容でありますが、①は、

プール等を教育関係の公の施設として新たに追

加するものであります。

②は、プール等を指定管理者に管理をお願い

する施設として追加するものであります。

③は、指定管理者が利用者から収受する利用

料金について、上限となる基準を定めるもので

あります。

これにつきましては、資料11ページにお戻り

いただきまして、使用料一覧を御覧ください。

プール等につきましては、利用者から収受す

る料金を指定管理者の収入とすることができる

利用料金制度にする方針としておりますけれど

も、その利用料金の基準となる上限として、御

覧の金額に定めるものであります。

今後、指定する管理者には、この基準に従っ

て、この一覧表以下の金額で実際に徴収する料

金を定め、管理運営を行っていただくこととな

ります。

再度、資料15ページをお願いいたします。

（３）の施行期日につきましては、議案第７

号とほぼ同様でありまして、（４）の準備行為に

ありますように、プール等の指定管理に関する

必要な行為は、公布の日から行うことができる

としております。

○重松委員長 執行部の説明が終了しました。

議案について質疑ございませんか。

○二見委員 各学校の配置の仕方、特色の出し

方があると思います。農業高校の場合は、高鍋

農業高校が有機農業をしっかり学び、宮崎農業

高校が国際的なところを担っていくという位置

づけをしていくというのは、良いことと思うが、

他の高校との関係性について、見通しを持って

やっているのでしょうか。よく各学校の判断と

しているけれども、各学校の判断より県教育委

員会として全体的なバランスを考えた上で、配

置を考えていく必要があると思いますが、取組

状況はどうなっているのでしょうか。

○間曽高校教育課長 高鍋農業高校の有機農業

に関しましては、地域のオーガニックビレッジ

宣言をしたこと、文部科学省の農業経営者育成

高等学校に指定されていることもありましたの

で、高鍋農業高校とさせていただきました。

また、国のマイスター・ハイスクール普及促

進事業として、どの学校を指定するかというこ

とを本課で検討しました。宮崎農業高校は、農
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業高校で一番歴史が古く、卒業生が地元に多く

活躍しているため、産学官連携が非常にしやす

いのではないかということで、宮崎農業高校を

指定させていただきました。

ただ、御指摘いただきましたように、各地区

の職業系の学科や普通科など、特色化・魅力化

を図っていくことは大切と思いますので、その

視点を忘れずに取り組んでいきたいと思います。

○二見委員 成果指標について質問ですが、例

えば「「ひなたの学び」ハイスクール・ネットワ

ーク構築事業」の成果指標は、遠隔授業や教育

通信を通して「自ら学ぶようになった」と回答

した生徒の割合としているが、これは、全県下

の生徒たちを対象にした回答の割合を示してい

るのか。また、「持続的な食料システムを担う次

世代リーダー育成事業」の成果指標は、宮崎農

業高校だけの生徒の割合を46％から70％にして

いくということでよろしいでしょうか。

○間曽高校教育課長 まず、「「ひなたの学び」

ハイスクール・ネットワーク構築事業」の成果

指標の66.4％につきましては、令和４～５年に

かけて行いました、１人１台端末モデル校４校

の２年生の全生徒を対象として調査した結果

が66.4％となっております。

今回の「「ひなたの学び」ハイスクール・ネッ

トワーク構築事業」は、全県下の高校を対象と

したものです。ネットワーク校としましては19

校でありますけれども、広がりとしては全県下

を想定しておりますので、全ての高校生が100％

答えるように考えているところです。

現在、「ひなたの学び」というのを行っており

まして、学びに向かう力を育成することは大切

だと思っておりますので、100％を目指して取り

組んでまいりたいと考えております。

また、「持続的な食料システムを担う次世代リ

ーダー育成事業」の成果指標につきましては、

宮崎農業高校に限っての割合となっております。

○図師委員 「高校生有機農業実践事業」につ

いてですが、ここで取り組まれる作付の品目と

面積を教えてください。

○間曽高校教育課長 作付の品目は、スイカを

考えているところです。

面積は、後ほど回答させてください。

○図師委員 スイカが悪いというわけではない

し、有機農業に取り組むことは悪いことではな

いが、当該事業に取り組むことで、もうかる農

業、就農につながる事業内容にしていく必要が

あると思います。スイカを選定されたというこ

とで、有機農業で栽培したスイカがどういう流

通、販売価格になるかを調べた上での取組でしょ

うか。

○間曽高校教育課長 有機農業には光と影の部

分があり、労力が非常にかかる、施設設備に多

大な費用がかかるといった面があります。そう

いった背景もあって、これまで取り組んでいた

方が途中で辞めてしまうケースもあると聞いて

おります。

しかしながら、国や県でも有機農業を推進し

ていますので、それを受けての今回の取組となっ

ております。

価格転嫁は非常に大切な視点と思います。適

正価格をつけて、今度は消費していただかなけ

ればならない。そこも含めて、高校生に有機農

業の全て、栽培するだけではなく、消費も含め

て教育をしていく必要があると思っているとこ

ろです。

○図師委員 高鍋町や木城町がやっている有機

タウン構想について把握しているが、実際に取

り組んでいる生産者等から話を聞くと、「有機農

業は商業的に成り立つ保証がない」と言います。
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また、「市場開拓までやってくれるのか」、「ど

こにマーケットを想定した有機農業の取組をし

ているのかが分からない」と要望があった。代

表的な消費地、例えば、福岡県、大阪府、東京

都に向けて有機農業をしたとしても、その周辺

の有機農家が優先的に入り込むから、宮崎県の

有機農家は、マイナスからのスタートとなり、

さらに、そこまでの輸送コストがかかりプラス

の価格がかかる。

そういったことも一緒になった有機農業の栽

培指導をするなら分かるけれども、ただ国が推

奨するから、時代の流れが有機農業だから事業

をするのは、実際作ったはいいが、収入として

返ってこない結果になることではいけないと言

われました。

なので、「持続的な食料システムを担う次世代

リーダー育成事業」で、加工・流通、消費まで

学ばせるということですが、県教育委員会とし

て加工・流通、消費というところをどう開拓し

ようとしているのか。例えば、商工観光労働部

とかとプロジェクトチームをつくって、部局横

断的に高校生が販売できるようなモデル事業と

しないと、どこにどう売る戦略があるのか、私

は思い浮かばないので、そういうビジョンがあ

れば教えてください。

○間曽高校教育課長 非常に貴重な御指摘だと

思っております。別の議員に対して部局の方が

答弁されていましたが、有機農業に関しては、

農業者の育成と併せて、販路の確保が非常に重

要な視点であるということで、県としても、人

づくりと併せて販路拡大の取組を強化するとい

うことを言っておられます。教育委員会として

も、部局としっかり連携を図りながら、どう売っ

ていくのか、どういう価格帯で、どういうマー

ケティングにしていくのか、これから研究を進

めていきたいと思っております。

あわせまして、先ほどの面積の件ですけれど

も、スイカに関して、約200平方メートルのハウ

ス２棟の作付面積を考えているところです。

○図師委員 面積的には大した面積ではないし、

収穫量もたくさん取れないと思います。例えば、

スイカでいいんですけれども、出来たものを消

費、販売までつなげることと併せて、学校給食

で完全消費するとか、今まで学校給食で使って

いた食材をこの実践によって代替えしていくと

か、そういう視点もあっていいのかなと思いま

す。高鍋町や木城町で取り組んでいる有機タウ

ン構想では、県外への流通も考えていますが、

地元の学校、周辺の保育園を含めた教育施設で

の消費も考えているという話も聞いたことがあ

ります。そのような計画はないでしょうか。

○間曽高校教育課長 現時点ではそのような計

画はしておりませんけれども、大変ありがたい

御指摘だと思いますので、研究を進めていく中

で、しっかりと学校と連携していきたいと思い

ます。

○福田委員 宮崎農業高校の説明で、国のマイ

スター・ハイスクール普及促進事業とありまし

たが、どのような定義でしょうか。

○間曽高校教育課長 国が示しておりますマイ

スター・ハイスクール普及促進事業がありまし

て、「次世代地域産業人材育成刷新事業」という

のが正式名称です。産業構造が大きく変わって

いく中で、次世代の産業を担う人材を育成して

いこうという取組です。

○福田委員 宮崎県内のマイスター・ハイスク

ールは、どこになるのでしょうか。

○間曽高校教育課長 今年度のマイスター・ハ

イスクールは宮崎農業高校１校です。

○下沖副委員長 資料７ページの「高校生有機



- 18 -

令和６年６月19日(水)

農業実践事業」ですけれども、今年度、有機Ｊ

ＡＳ認証を取るということですが、もう２年以

上前から無農薬の状態ということで理解してい

いですか。

○間曽高校教育課長 御指摘のとおり、有機Ｊ

ＡＳ認証を受けるには、作付をする前２年間は、

化学肥料等や農薬等を使わないことになってお

りまして、このスイカの栽培をしておりますハ

ウスに関しましては、化学肥料等や農薬等を使っ

ていない状況でございます。

○下沖副委員長 あと、ひなたＧＡＰの取組は

農業高校もやっていたのでしょうか。

○間曽高校教育課長 本庄高校総合学科ですけ

れども、こちらに農業系の学びをする系列があ

ります。そこで、ひなたＧＡＰを取得しており

ます。

○下沖副委員長 ひなたＧＡＰも、高校生を含

めて取り組んでもらえるとありがたいです。

資料６ページの「「ひなたの学び」ハイスクー

ル・ネットワーク事業」ですけれども、これは

国の「ＣＯＲＥハイスクール・ネットワーク構

想事業」の予算でやっているということですか。

○間曽高校教育課長 御指摘いただきましたＣ

ＯＲＥハイスクール・ネットワーク事業は、令

和３～５年度の事業となっておりまして、この

事業の様々な課題等を踏まえて、継続といいま

しょうか、後続の事業となっております。

○下沖副委員長 文科省がやっている事業で、

「リーディングＤＸスクール事業」があります。

この発展系と思うけれども、その事業は検討さ

れなかったのか。今後考えがあるのか教えてく

ださい。

○間曽高校教育課長 こちらは、高等学校では

指定はございません。宮崎県内では西米良村が

されていると聞いております。

○前屋敷委員 資料８ページ「持続的な食料シ

ステムを担う次世代リーダー育成事業」に関し

て、成果指標で、専門の学びを活かした進路を

選択する卒業生の割合を46％としていますが、

実際の農業職に就いた卒業生が46％という理解

でよろしいですか。

○間曽高校教育課長 それぞれの学科の学びの

特徴がございますので、全学科が就農につなが

るということではございませんけれども、例え

ば、環境工学科でしたら、農業土木や環境をつ

くっていくといった学びをしております。各学

科の学びを生かした就職、就職を目指した進学

等を個々の数値として上げております。

○前屋敷委員 この46％は、直接農業に携わら

なくても、農業に関係するいろんな分野で仕事

に就かれた方も含まれているということですか。

○間曽高校教育課長 そのとおりでございます。

○前屋敷委員 私の親戚が発酵技術などを学ん

で杜氏になった経験があるから、様々な分野で

学んだ技術力も含めて生徒たちを増やせるとい

いなと思って聞いたところです。令和７年度で70

％とする成果指標は、かなり高い数値と思いま

すが、今の食料難は世界的な問題です。農業以

外の分野でも頑張っていただく必要があると思

うけれども、これから農業を目指す方には、食

料をどう持続可能に生産していくのか役割を、

ぜひ学びの中で培っていただきたいなと思って

いるところです。

日本の食料自給率は38％ぐらい、実質はまだ

低いパーセンテージですけれども、そういうと

ころで生きていく上で欠かせない国民の食料を

守ることが必要です。農業は奥も深いですし、

崇高な仕事と思っているので、農業高校を受験

され、在学して学ばれる子供たちには、御本人

の夢と希望もあるでしょう。そういうものがしっ
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かり花開けるように、進めていただきたいなと

思ったところでした。

○間曽高校教育課長 御指摘いただきましたよ

うに、この事業では、学科にとどまらず、ほか

の学科の学びもしっかり見て学んで、自分の在

籍している学科の学びにつなげていくというの

も大きな目標としておりますので、農業や食に

関わるいろいろなことをしっかりと学ばせてい

きたいと思っております。

○重松委員長 ほかにございますか。なければ、

私のほうから１問よろしいでしょうか。

「持続的な食料システムを担う次世代リーダ

ー育成事業」ですが、グローバルな視点での学

びとして、ドイツを選ばれておりましたけれど

も、具体的に選ばれた理由を教えてください。

○間曽高校教育課長 ドイツは、国際的にも非

常に持続可能な農業を実践されている国である

ということ、また、農地面積に占める有機農業

の取組面積が世界第２位ということで、非常に

大きな取組をされているということです。

また、昨年度のＧ７宮崎農業大臣会合におい

ては、ドイツもその参加国でしたので、そのレ

ガシーということも考えて、ドイツを想定して

いるところでございます。

○重松委員長 ドイツに派遣される学生がい

らっしゃるんですか。

○間曽高校教育課長 ２年間ございますので、

１年目は、各学科の職員を派遣して、ドイツの

学びを持って帰ってきてもらおうと思っていま

す。２年目につきましては、各学科から生徒を

派遣したいと考えております。各学科、今のと

ころ１名ずつの予定でございます。

○重松委員長 その他ございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、この件につきまして

は終了させていただきます。

次に、報告事項に関する説明を求めます。

なお、委員の質疑は、執行部の説明が全て終

了した後にお願いいたします。

○佐藤教育政策課長 令和５年度宮崎県繰越明

許費繰越計算書及び令和５年度宮崎県事故繰越

し繰越計算書につきまして報告させていただき

ます。

本年２月の定例会で御承認いただいた繰越明

許費につきまして、繰越額が確定したことなど

から御報告するものであり、繰越明許費に関す

るものが８事業、事故繰越しに関するものが１

事業でございます。

まず、繰越明許費でございます。

事業名の一番上の「県立学校老朽化対策事業」

は、県立学校５校の老朽化対策のための改築・

改修工事につきまして、関係機関との調整等に

日時を要したことから、繰り越したものでござ

います。

２番目、「県立学校運動場整備事業」は、県立

高校３校の運動場等改修工事につきまして、関

係機関との調整等に日時を要したことから繰り

越したものでございます。

３番目、「ひなたＤＸハイスクール事業」は、

県内10校の県立高校にＩＣＴ機器の整備や専門

人材派遣の委託業務に係る経費の支援する事業

でございますが、国の交付決定により事業実施

が今年度となることから繰り越したものでござ

います。

４番目、「産業教育設備事業」は、高鍋農業高

校に高性能な農業機械等を導入し、スマート農

業が実践的に学べる環境を整備する事業でござ

いますが、国の交付決定により事業が今年度と

なることから繰り越したものでございます。

５番目、「特別支援学校性被害防止対策事業」
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は、性被害防止に係るパーテーション設置等な

どの経費を補助する事業でございますが、国の

交付決定により一部の事業実施が今年度となる

ことから繰り越したものでございます。

６番目、「未来を創る！高等特別支援学校整備

事業」は、新設校を建設するための既存の実習

棟解体設計委託等につきまして、工法の検討に

日時を要したことにより繰り越したものでござ

います。

７番目、「練習環境整備事業」は、自転車競技

場の改修工事等におきまして、関連工事の遅れ

等により繰り越したものでございます。

一番下、「文化財保存整備補助事業」は、国指

定建造物などの保存整備につきまして、県費に

よる補助を行うものですが、事業実施主体であ

る市町村が構造補強工事実施におきまして不測

の日時を要したことから、事業を繰り越したも

のでございます。

続きまして、事故繰越しでございます。

資料17ページを御覧ください。

「練習環境整備事業」は、宮崎工業高校ラグ

ビー部の練習環境整備に係る工事におきまして、

一番右の説明欄記載のとおり、用地の所有者変

更に伴います関係機関との協議に日時を要した

ことにより繰り越したものでございます。

○重松委員長 執行部の説明が終了いたしまし

た。

報告事項について質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 次に、その他報告事項に関する

説明を求めます。

なお、委員の質疑は執行部の説明が終了した

後にお願いいたします。

○間曽高校教育課長 資料18ページを御覧くだ

さい。

宮崎県立高等学校教育整備基本方針（中間見

直し）についてです。

（１）現方針概要の①目的のとおり、県教育

委員会では、より魅力ある県立高等学校を目指

し、令和３年３月に本方針を策定・公表いたし

ました。

②期間ですが、令和３～10年度の８年間であ

り、令和６年度末を目途に方針を見直すことと

されており、それに従い今年度見直しを行うも

のでございます。

本方針では、③内容にございますように、ア、

魅力ある高等学校教育の推進、イ、活力ある高

等学校教育の推進の２つの柱を中心に示してお

ります。

（２）見直しの内容ですが、昨今の少子化の

影響など、高等学校教育を取り巻く社会の変化

に対応するため、学科等の方向性や募集定員の

見通しが、今後４年間も適切であるかなどを検

討いたします。

また、昨年６月に策定されました宮崎県教育

振興基本計画等との整合を図ってまいります。

資料19ページには、（３）見直しのスケジュー

ルを示しております。７月と10月に外部学識、

有識者などを委員とした懇話会を実施し、御意

見を基に作成した素案を12月の常任委員会にて

報告させていただきます。その際にいただきま

した御意見とパブリックコメントを反映させ、

最終的には３月の常任委員会に最終案の報告を

させていただき、３月に公表という流れになっ

ております。

また、欄外に示しておりますとおり、８月と11

月に開催いたします産業教育審議会において、

産業系学科の在り方について協議する予定でご

ざいまして、その御意見も反映させたいと考え

ております。
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本方針で、高等学校教育の質の向上と、生徒

にとってより良い教育環境の提供を進め、より

魅力のある県立高等学校を目指してまいります。

○田中スポーツ振興課長 資料20ページを御覧

ください。

宮崎県スポーツ施設の指定管理についてであ

ります。

先ほど議案として説明いたしました宮崎県山

之口陸上競技場及び投てき練習場に加え、これ

まで指定管理を行ってきた県総合運動公園の有

料公園施設等に関しまして、今後の指定管理者

選定について御報告いたします。

まず、県総合運動公園有料公園施設、県体育

館及び県ライフル射撃競技場の令和５年度の管

理運営状況についてですけれども、これは、宮

崎県体育スポーツ振興グループが指定管理者と

なっております。

施設利用者数が約120万人、利用料金収入が約

１億1,000万円となっております。

資料21ページを御覧ください。

施設収支状況につきましては、令和５年度は

物価高騰対策の補塡等もありまして、表の一番

右の列の一番下にありますように、約350万円の

黒字となっております。

④利便性やサービス向上の取組として、利用

特性に応じた開業時間の延長や各種研修等の実

施による職員の資質向上が挙げられますが、⑤

評価としまして、一定の評価はしておりますけ

れども、積極的な広報等、利用者を増加させる

ためのさらなる取組が必要であると考えており

ます。

続きまして、資料22ページを御覧ください。

次期指定管理者の募集につきましては、まず、

県総合運動公園有料公園施設等について、指定

管理期間を２年、基準価格を令和７年度で約４

億4,000万円としております。

今回、指定管理期間を２年としておりますの

は、県の主要施策であります日本一プロジェク

トにより、スポーツ施設の改修等が行われ、そ

の完了時期である令和８年度に終期を合わせて

いるものでございます。

令和９年度からは改修等による施設の機能向

上と同時に維持管理費の上昇も見込まれること

から、新たな運営方針を盛り込んだ上で募集・

選定した指定管理者に管理運営をお願いしたい

と考えているところでございます。

また、基準価格の約１億4,000万円の増額理由

としましては、人件費単価や光熱水費の上昇等

を加味したためであります。

なお、令和７年度と８年度で基準価格の金額

が異なる理由につきましては、自転車競技場の

改修工事等による影響を考慮したためでありま

す。

さらに、この２年間に改修等による管理運営

体制の変更等が生じる場合には、必要に応じて

適正な指定管理料を検討してまいります。

続きまして、２つ目の丸の宮崎県山之口陸上

競技場等につきましては、指定期間を５年、基

準価格を単年度当たり約１億1,000万円としてお

ります。

②募集概要につきましては、７月から約２か

月間の公募を行うこととしております。

なお、資料にはございませんけれども、県プ

ールにつきましては、ＰＦＩの活用により、既

にひなたメドレー株式会社が指定管理候補者に

決定しておりますことから、公募は行わないこ

ととしております。

資料23ページを御覧ください。

ア、審査の流れにつきましては、９月中旬に

スポーツ振興課において資格審査を行いまして、
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９月下旬に外部委員による指定管理候補者選定

委員会において審査を行います。

そして、10月上旬に教育長を議長とする指定

管理候補者選定会議において確認作業を行いま

して、指定管理候補者を選定します。

各会議の委員は、イとウの記載のとおりでご

ざいます。

資料24ページをお願いします。

審査項目・配点についてでありますが、行政

改革推進室の標準例を基礎として配点を設定し

ております。特に重視する項目としましてはイ、

公の施設の効用を最大限に発揮する事業計画と、

エ、事業計画を着実に実施するための管理運営

能力になりまして、点数を多く配分しておりま

す。

今後、指定管理者に適切に管理していただけ

るよう、丁寧に募集手続を進めてまいります。

○重松委員長 執行部の説明が終了しました。

その他報告事項について質疑はございません

か。

○武田委員 宮崎県立高等学校教育整備基本方

針（中間見直し）についてですが、目的として、

「高等学校教育の質の向上と、生徒にとってよ

り良い教育環境の提供を進めること」とありま

す。そのとおりだと思うのですが、見直し内容

に、「昨今の少子化の影響など、高等学校教育を

取り巻く社会の変化に対応するため」とあり、

確実に５年後、10年後は生徒の数が減るので、

県立高校と私立高校で生徒の取り合いが起こる

状況と思います。

一般質問で取り上げられていましたけれども、

子供たちがどこにいても同じ教育を受けられる

ということで、ＤＸやＩＣＴ改革をしているん

ですが、望ましい学校の規模の在り方とかになっ

てくると、どうしても経営的な考えが入ってく

る気がします。だから、経営的な考えは後回し

て、子供たちによりよい教育環境を与えるとい

うことをまず一番に考えていただきたい。

それと、二見委員からもあったように、「全体

の各学校に特色がある」と言いますけれども、

校長は人事異動があり、長くはいない。校長が

責任者になるんですが、県教育委員会として全

体をつかんだ上で、その中で特色を出すのはい

いけれども、最低ラインや基礎的なところがな

いと、新しい校長が来て、２、３年で学校の特

色を出していくのは難しいと思っています。そ

れらも含めて、懇話会で有識者の意見を問われ

るときに、まず子供たちのことを優先して考え

る必要がある。

子供たちが少なくなっているのは事実です。

私立高校は宮崎市、都城市、延岡市とかは成り

立つでしょうけれども、日南市とかは経営が厳

しいという状況も聞いております。

懇話会で有識者の意見を聞かれるのはいいけ

れども、ある程度方向性があるのか、完全に有

識者にお任せして考えてもらうのか、そのあた

りはどういう感じでしょうか。

○間曽高校教育課長 方針の大きな変更は考え

ておりません。生徒にとって魅力と活力のある

教育環境の提供─どこにいても、全県下どの

場所でも、自分が生まれ育った場所でしっかり

と学びができること、その場を提供することが

非常に大事な視点であると考えております。

また、高校も地域創生の核としての役割を大

きく担っていただいております。そういった視

点も、懇話会の委員の皆様方にお伝えしながら

進めていきたいと思っております。

また、県教育委員会としましては、各学校に

スクール・ミッションを定義しております。そ

れぞれの学校にどういう意味、意義があるのか
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を定義づけしておりますので、それらを再確認

しながら、懇話会で意見をいただこうと思って

おります。

○図師委員 指定管理の件ですが、宮崎県山之

口陸上競技場及び投てき場について、ここ５年

で、発注、公募されるようです。まだ施設が完

成していないにもかかわらず発注等すると、基

準価格が変わってくると思うが、そのような想

定も考えているのでしょうか。

○田中スポーツ振興課長 基本的に総合運動公

園も、もともと５年間で考えていたんですけれ

ども、日本一プロジェクトの関係もありまして、

建設中の施設が多くございますので、総合運動

公園につきましては、２年間でさせていただき

ました。

山之口陸上競技場につきましては、令和７年

４月から運用開始ということが想定されており

ますので、既に都城市で、その敷地内の別の施

設等は管理をスタートされております。都城市

の指定管理者と、今回私どもが選定させていた

だきますものとうまくリンクさせて、５年間を

めどに運営をお願いしたいと考えているところ

です。

○図師委員 都城市が管理を始めている部分が

あるということで、駐車場は都城市が管理だっ

た気がするんですが、ここが収入源になろうか

と思います。指定管理者とどのように連携され

るお考えなのか教えてください。

○田中スポーツ振興課長 御質問いただきまし

た駐車場と全体の敷地につきましては、都城市

ということになっております。この後の使用料

等の徴収に関しては、それぞれの指定管理者で

行うけれども、そこに大きな差が生まれないよ

うに、指定管理者同士に情報共有し、また、こ

の選定段階でも大きな差が生まれないように選

定させていただきます。随時指摘いただいた問

題が発生することが考えられますので、しっか

り準備を進めていきたいと考えております。

○武田委員 資料24ページの審査項目・配点で

すが、イ、エの配点が大きいのは理解したが、

ア、ウ、オ、特にウが８点、オが６点と配点が

低いのはなぜでしょうか。

選定基準の中身について、ウは経費の縮減等、

オは地域への貢献等ですので、指定管理に出す

ことは、経費の節減も民間の活力をいただきな

がら経費を下げていく。県が、地域で雇って運

営するより確実に下がっていく状況ならいいが、

指定管理が本当に適正なのかなと。人件費、水

道光熱費が高くなるのは分かるが、逆に県が経

営すれば、管理費とか会社の利益とかが不要に

なるので、経費が下がるのではないかと思うと

きもあります。

県教育委員会として指定管理に出すとして、

もし経営ノウハウがあって、県教育委員会とほ

かの部局とタイアップしてできるのであれば、

その経費を削って、その分を教育費にするなど、

全体的な考えを持っていただきたいと思います。

○田中スポーツ振興課長 御指摘ありがとうご

ざいます。審査項目・配点につきましては、審

査委員会の第１回目を既に行いました。当初は

平均的な点数にしていたけれども、委員会にお

いて、イとエについて特に重要ではないかと御

意見をいただきました。

特に現在、指定管理している県総合運動公園

や延岡市の新体育館で、イとエの審査項目にあ

りますようなサービスの向上、人員配置、その

あたりに私どもも多くの課題を感じている部分

もあり、外部の有識者の方からも御指摘がござ

いました。それによりまして、この配点にさせ

ていただいているところです。
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ただ、委員から御指摘いただきましたように、

地域の貢献、経費の縮減等、非常に重要な視点

であると考えますので、今回、民間の力もいた

だきながら、県の視点と合わせまして、有効な

指定管理ができるように、しっかり研究しなが

ら指定の審査も進めてまいりたいと考えており

ます。

○武田委員 審査項目・配点をつくられるのは、

どこを注目してやるか大変だと思います。これ

が、平均20点で、その中で注目の高いところを

５点上げる、下げるとかいう範囲でも極端に違

います。審査委員会の意見でしょうけれども、

うがった考えをすると、イとエに特化している

ところが取りやすいようにという見方もできま

す。

だから、点数をこれだけ減らすと、ウとオは

要らないと思う場合があります。誰が見ても公

平性が保てる配点にしたほうがいいと思います。

これは、教育委員会だけでなく有識者と決めた

ことですけれども、方向性としてはあったほう

がいいと思っています。

○田中スポーツ振興課長 御指摘ありがとうご

ざいます。今いただいたような視点を、この配

点以外のところも会議の中で話題にしながら、

有識者の皆さんにしっかり見ていただくように

努めたいと思います。

○下沖副委員長 資料21ページの施設の収支状

況ですけれども、自主事業の内容を教えてくだ

さい。

○田中スポーツ振興課長 主な自主事業としま

しては、スポーツ施設等安全管理講習会、夏休

み運動公園見学ツアー、ボルダリングの体験教

室、レディース卓球大会やフィットネス教室、

新宮崎県体育館につきましては、無料参加型の

フィットネス体験イベント等を実施していると

ころです。

○下沖副委員長 指定管理において自主事業は、

あまり収入が伸びてないので、頑張っていただ

きたいです。あと山之口陸上競技場が出来た場

合の利用料収入をどのように予測されているの

か。

○田中スポーツ振興課長 山之口陸上競技場に

関しましては、基本的には第１種公認陸上競技

場ですので、各種大会等で利用が増えると考え

ております。

県総合運動公園の陸上競技場につきましては、

今までどおりスポーツチームのキャンプ、各地

域のジュニア大会等、そのあたりのすみ分けを

考えながら、各施設が利用収益が上がるように

努めていきたいと考えております。

○下沖副委員長 あと、山之口陸上競技場や県

総合運動公園もですけれども、様々な試合や大

会の誘致はどのようにされているのか。

○田中スポーツ振興課長 スポーツキャンプ等

など県外からの誘致につきましては、日本一プ

ロジェクトも上がっているけれども、観光推進

課やスポーツランド推進課と連携して、県内に

限らず国内有数のスポーツチームと競技団体等

に働きかけをしっかり行ってまいります。

令和７年度からは２つの競技場があることを

しっかりお伝えしながら、それぞれの競技場の

よさを─山之口陸上競技場であれば、第１種

陸上競技場であること、それから県総合運動公

園は空港から近かったり、交通の便がいいとい

う点もアピールしながら進めてまいります。

○下沖副委員長 先ほど武田委員からも指摘が

あったのですが、指定管理者の評価基準での地

域経済の貢献は重要なところです。指定管理者

は、営業能力を含め、県に任せっ放しではなく

て、県も発信能力を持つ人でないとできないと
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思いますので、よろしくお願いします。

○前屋敷委員 資料21ページに関連して伺いま

す。自主事業収入を教えていただいたところで

すが、その下にその他の収入があるけれども、

自主事業収入よりも多い収入になっています。

具体的にどういう収入か教えてください。

○田中スポーツ振興課長 その他の収入につき

ましては、指定管理業務とは別の業務受託収入

がありまして、コロナ禍におけるトイレ等の非

接触型への工事等が該当しております。

支出につきましては、租税公課費などが含ま

れておりまして、令和３年度に支出が多くなっ

ておりますのは、収入と同じく非接触型への工

事があったためであり、新型コロナの関係と認

識しております。

○前屋敷委員 支出の人件費ですけれども、経

費の縮減の対象になるのは、指定管理の業者で

働く労働者に影響してきます。令和４年度と令

和５年度で差がありますけれども、ここのとこ

ろが極めて劣悪な状況にならないように、県と

してもしっかり把握していただきたい。

○田中スポーツ振興課長 御指摘ありがとうご

ざいます。委員御指摘のとおり、県民の皆様に

満足いただける施設の運営をするためには、そ

れぞれの分野のプロフェッショナルである方に、

施設管理を行っていただくことが重要と考えま

すので、県としても御指摘いただいた視点を持

ちまして、指定管理者と常に情報を共有し、問

題点も改善しながら取り組んでまいりたいと思

います。

○二見委員 今回の指定管理は、宮崎駅裏の体

育館と新体育館で入れ替わるのでしょうか。宮

崎駅裏の体育館は、新体育館ができたら、用途

廃止もしくは今後の利活用について考えていく

のでしょうけれども、令和７年から始まる指定

管理の中でどんな位置づけをされるのでしょう

か。

○田中スポーツ振興課長 現在の県総合運動公

園の中に含めて行いますので、今回の指定管理

の改善に併せまして、旧体育館は指定管理を行

うと考えております。

○二見委員 例えば、県総合運動公園のプール

はもう使えないようにして、宮崎北警察署の横

に新プールを造る。新体育館は延岡市に建設中

で、あと１年ぐらいで出来上がる。別の指定か

何か考えたり、運営はどのようにされるのか。

○田中スポーツ振興課長 新体育館につきまし

ては、昨年度、９月から供用開始となっており

まして、サブアリーナを供用開始しております。

それに併せまして、メインアリーナが令和７年

度中に完成する予定です。現在、もう５年間の

指定管理者と契約をしまして、管理を行ってい

ますので、それに伴いまして管理を続けていき

たいと考えております。

○二見委員 つまり新体育館は、まだ出来上がっ

ていないだけで、もう管理がスタートしている。

旧体育館も今回の指定管理では入っているけれ

ども、その期間中の使い方についてはまた変わっ

てくる。そこ辺の期間や使い方とかは、この指

定管理を出すときに、説明はされるとは思うけ

れども、そういう理解でいいでしょうか。

○田中スポーツ振興課長 今、委員がおっしゃ

られたとおりですけれども、指定管理者が替わっ

た時期にサービスの質や内容が変わらないよう

に、逆に向上するように、その確認も含めて行っ

ていきたいと考えております。

○重松委員長 その他報告事項について、ほか

にございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、その他で何かありま
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せんでしょうか。

○図師委員 ２月定例会一般質問で取り上げ、

私以外にも複数の議員が取り上げておりました、

生理の貧困についてですけれども、学校での生

理用品の使用数が増えています。一義的には、

国に問題があるが、生理の貧困対策をしなさい

と方針を出しても予算化していないことで、現

場にしわ寄せが来ていることを一般質問で取り

上げたところです。

その後、県教育委員会として、財政当局とど

のようなやり取りをしているのかお伺いします。

○畑中財務福利課長 生理の貧困にかかる予算

措置は、２月議会で説明させていただきました

けれども、医薬品の中に予算措置がされており

まして、その中で生徒数とかを積算して措置し

ているところです。

その配分額については、学校に措置・配分を

するけれども、もし不足や要望がございました

ら、その学校の要望をお伺いしながら、また増

加の配分をしているところでございます。

○図師委員 今、「医薬品費の中に生理用品も含

まれています」という説明でしたが、現場の養

護教諭から、「生理用品のために予算は増額に

なっていない。今までの医薬品費の中から生理

用品を買えば、その分ほかの消耗品とかを削ら

ざるを得ない」と聞きました。予算の増額につ

いて学校内の事務長に話をすると、「今の決めら

れている予算の中で何とかやりくりしなさい」

と言われるいうことが現場であります。

それを受けて一般質問で取り上げまして、財

政当局と連携して予算確保に積極的に取り組ん

でいただきたいこと、また、危機管理部局が備

蓄している災害備蓄品に生理用品があり、大体

３～５年で処分されるので、処分前に学校側に

配分するなりの対応策を検討してほしいとの要

望をしたところです。実際、医薬品費の中の生

理用品は、別枠で予算措置されていないのでしょ

うか。

○畑中財務福利課長 生理用品単独という意味

での予算措置はございませんけれども、先ほど

申した医薬品費については、需用費という消耗

品等も含めた予算措置となっておりますので、

もし生理用品が不足するような場合については、

需用費全体でカバーしていくという仕組みに

なっております。

もし、まだ学校等において生理用品の不足が

あるという状況がございましたら、学校の要望

をお伺いしまして、また財政当局等とも話を進

めていきたいと考えております。

○図師委員 医薬品費や需用費を削って生理用

品を買っている枚数や費用が年々増加している

のは、把握されていると思います。生理用品を

買うために何かを削っているわけです。

だから、学校側にその状況を確認すれば、事

務長や校長は、「与えられている需用費の中で対

応しています」と言います。ただ、中身は何か

が削られており、もしかしたら腹痛用の痛み止

め、氷のう用の氷とかを削りながら生理用品費

に充てている可能性があります。本末転倒なこ

とではなく、速やかに生理用品の需要が増えて

いる分の予算措置をしてくださいという話です

が、いかがでしょうか。

○畑中財務福利課長 生理用品単独の使用状況

というところにつきましては、スポーツ振興課

等も状況を把握されているかと思います。そう

いう状況把握をして、学校に調査なりをしまし

て、また不足等がありましたら要望し、予算措

置につなげていきたいと考えております。

○図師委員 校長や事務長に聞かれるのではな

くて、養護教諭から話を聞かれて、どういう現
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場になっているのか調査をしていただければと

思います。

○田中スポーツ振興課長 昨年度、委員から御

指摘をいただいて、財務福利課とともに取り組

んでいますけれども、御指摘のとおり、昨年度

から改善には至っておりません。

御指摘の点につきましては、おっしゃいまし

たように、管理職だけではなくて、養護教諭等

の現場の先生方の状況を本課のほうで把握しま

して、アンケート等も実施できますので、速や

かに実施し対応について考えます。

○二見委員 都城市の公民館の話を生涯学習課

とさせていただいて、これからの宮崎県のまち

づくり、地域社会をつくっていくという認識を

共有していただけたと思います。行政ですから、

それぞれの役割もあります。協力してもらうた

めには、自治会や末端組織がしっかりしなけれ

ばならない。

教育委員会は公民館の運営をするので、住民

がみんな一緒ですと言いながらも、この事業を

するに当たっては、公民館の協力がなければで

きないし、広報をするにしても、自治会等に、

入っている人にしか伝わらない。デジタルツー

ルができても、そういう人たちは関心がないか

ら伝わらなかったりするので、まず自治会に入っ

ていただきたいと思います。

これは強制じゃなくて、自主的な話ですけれ

ども、先生も転勤等があって大変と思うんです

が、入っていない方がいます。私は入る必要が

あるのかなと思いますが、まずは県教育委員会

からも促していただくような取組、そして、地

域の方と交流することが、先生たちにとって非

常に大きな経験につながると思います。そのた

め、ぜひ地域と協力していただきたい。

ＰＴＡや子供会とかがあれば、担当の先生が

行くという話も分かるけれども、まずは地域の

人たちとの交流をしていただくところから始め

てもらえればいいのかなと思います。

○黒木教育長 御指摘ありがとうございます。

今回、生涯学習課から報告を受けたときに、生

涯学習課に従前からこういう価値を共有しよう

とお話ししていたのが、これからの公民館の在

り方でした。今まで、公民館は、そこに人が来

るもの、集まるもの、参加するものという概念

だったけれども、これからの公民館は、地域を

つなぐもの、地域に入っていくもの、地域にア

ウトリーチしていくもの、そういう考え方をし

ていかないと、公民館自体が厳しくなる。公民

館の役割も時代に応じて変わってくるので、私

たちは勉強する必要があると考えていました。

今回報告があったので、まさしく再確認になっ

たところでした。そういう価値を一緒に共有し

ようという話をしたところでありました。

私は、教頭として赴任しましたのが都城地区

でした。高校生の自転車のマナーが悪かったの

で、都城地区の公民館長から怒られました。３

年間そこで教頭をしたけれども、３年間交通の

見守り指導を公民館長としました。すごくいい

経験で、公民館長がどういうお仕事をされてい

るかの一端を見る思いでした。教職員住宅は、

公民館の近くにありましたから、清掃作業とか

に参加した経験から、地域とのつながりは大事

と痛感しているところです。

そういったこともベースにあり、これからの

公民館は、逆に地域の役割として、地域につな

がる役割は大事という価値について、改めまし

て御質問いただいたので、共有したところです。

これからそういったところをしっかり学んで、

次の世代の公民館の在り方を考えていきたいと

思っております。
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図師委員からの御指摘につきましては、私た

ちも真摯に捉えておりまして、どこに何が足り

ていないのかというのをしっかり見ていこうと

いうことは共通認識しております。今年度に入

りまして、今度は養護教諭との最初の会議とか

がありますから、そういったところを通じて、

現場の声を私たちが聞き届けながら、行政のほ

うに生かしていきたいと思っております。

それから、宮崎県立高等学校教育整備基本方

針の見直しについてです。基本方針は示されて

いるけれども、社会情勢も変わっているからと

いうことで、これはしっかり動かすよというこ

とでございます。

各地域において今後どうあるべきかというこ

とですが、全県的に、それぞれの学校にどうい

う役割を持たせるかという非常に大きな課題と

の向き合いです。

令和４年にスクール・ミッションとして、そ

れぞれの学校がどういった使命を帯びているの

かというのをまとめました。これは、令和３年

度の１月か２月ぐらいから各学校で協議しても

らいまして、校長が替わっても同じなのか確認

する必要がありますので、令和４年度は４月以

降も協議を続けてもらって、集約したのは５月

ぐらいと思います。半年近くかけて、この学校

は何がこの地域にとって求められているのかを

１回まとめておりまして、それらを背景にしな

がら進めていこうと思っています。

一方で、事業説明したように、とにかく国の

事業をしっかり実施します。支援学校は13校で

すけれども、これらの学校は全部探求活動を高

校と一緒にやろうということを今年スタートさ

せようとしています。

それから、37校の高校・中学校があるんです

けれども、国事業は20校以上取ったと思います。

ほとんど国庫でやるというお話ですが、これに

関しましては、それぞれの学校のミッションを

背景にしながら、特に普通科でしたらどういう

特色を持たせるのか。先ほどのＤＸにも手を挙

げていただいています。あと、学校に丸投げで

はいけませんので、指導主事にそれぞれの学校

に伴走してもらうようにしてあります。

国への事業に手を挙げる計画段階から計画づ

くりに参画し、進行管理を一緒に支援していく。

まだまだ課題は多いですが、ぜひまた御指摘も

いただきたいと思いますし、先ほどの基本方針

にしましても、まず素案をつくりますので、ぜ

ひ御意見を賜れればと思っております。

○二見委員 自治会の話は、まず入ることによっ

て声がかかるので、それが負担という方もいる

けれども、いろんな活動に自主的に行くような

話ですから、行けるときに行ってくれればいい

と思います。私も、自治会に入っていても「こ

の日はちょっと行けません」と言いながら、「行

けるときには参加しますね」ということで、み

んなは受け入れてくれるから、まずは声がかか

る環境をつくるために、まず入会するというこ

とが大事だと思います。都城市も、本当に地域

の人たちと学校と一緒になってまちづくりして

います。

今、学校のスクール・ミッションの話もあっ

たけれども、それぞれの特色と言っても、いい

ことは書いてあっても、子供たちが行きたいと

思えるような表現になっているのかなと思う。

そして、特色のあるイメージ校に育っているの

かを見ていかなければならないですし、我々も

協力していく必要があると思います。

難しい作業かもしれませんけれど、一つ一つ

こつこつと教育整備のレベルを上げているのが

分かるので、今後ともしっかり頑張っていただ
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ければなと思っております。

○間曽高校教育課長 先ほど予算議案のところ

で、副委員長から御質問いただいたことにつき

まして、補足させていただければと思います。

ひなたＧＡＰのことにつきまして御質問いた

だいたかと思いますけれども、高鍋農業高校も

取得をしております。これらの取組を踏まえて

今回の事業、取組となります。

○重松委員長 ほかにございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、以上をもって教育委

員会を終了いたします。

暫時休憩いたします。

午後２時34分休憩

午後２時35分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

まず、採決についてですが、委員会日程の最

終日ということになっておりますので、20日に

行いたいと思います。開会時刻は午後１時10分

としたいのですが、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのように決定いた

します。

その他で何かございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 以上で、本日の委員会を終了い

たします。

午後２時36分散会
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午後１時７分再開

出席委員（７人）

委 員 長 重 松 幸次郎

副 委 員 長 下 沖 篤 史

委 員 二 見 康 之

委 員 武 田 浩 一

委 員 福 田 新 一

委 員 前屋敷 恵 美

委 員 図 師 博 規

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

事務局職員出席者

議 事 課 主 事 黒 木 燿一朗

政策調査課主任主事 岩 倉 有 希

○重松委員長 委員会を再開いたします。

まず、議案等の採決を行いますが、採決の前

に、賛否も含め御意見をお願いいたします。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 採決は一括でいいですか、議案

ごとのほうがよろしいでしょうか。

〔「一括」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、一括して採決いたし

ます。議案第１号、議案第７号、議案第９号に

つきましては、原案のとおり可決することに御

異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 御異議なしと認めます。よって、

議案第１号、議案第７号、議案第９号につきま

しては、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。

次に、委員長報告骨子（案）についてであり

ます。

委員長報告の項目及び内容について御要望等

はありませんか。

暫時休憩いたします。

午後１時８分休憩

午後１時10分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

それでは、委員長報告につきましては、ただ

いまの御意見等を参考にしながら、正副委員長

に御一任いただくことで御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのようにいたしま

す。

次に、閉会中の継続審査についてお諮りいた

します。教育及び警察行政の推進並びに公営企

業の経営に関する調査につきましては、継続審

査といたしたいと思いますが、御異議ありませ

んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 御異議ありませんので、その旨

議長に申し上げることといたします。

次に、７月17日に予定されております閉会中

の委員会につきまして御意見を伺いたいと思い

ます。

暫時、休憩いたします。

午後１時10分休憩

午後１時11分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

それでは、７月17日の閉会中の委員会につき

ましては、ただいまの御意見を参考にしながら、

令和６年６月20日(木)
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正副委員長に御一任いただくということで御異

議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのようにいたしま

す。

次は、７月30日から８月１日に予定されてお

ります、県外調査につきまして、御意見を伺い

たいと思います。

暫時休憩します。

午後１時11分休憩

午後１時13分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

それでは、県外調査につきましては、正副委

員長に御一任いただくことで御異議ありません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのようにいたしま

す。

最後に、その他で何かありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、以上をもって委員会

を閉会いたします。

午後１時13分閉会
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文教警察企業常任委員会委員長 重 松 幸次郎


